
令和３年度 第２回学校運営協議会記録 

 

日時：令和３年１１月１９日（金）１５：３０〜１６：４０ 

場所：大阪府立貝塚南高等学校 会議室 

 

１．校長あいさつ 

子どもたちの可能性を最大限に引き出すため本校では子どもたちの教育に尽力しております。本日

はご指導ご鞭撻のほどよろしく願いします。 

 

 

２．委員・事務局員紹介（順不同） 

委員 

吉川 測雄 氏 

加田 博之 氏 

南  芳治 氏 

藤野 信治 氏 

岸田 米夫 氏 

肥後 貴之 氏 

 

事務局 

校 長  藤田 繁也 

教 頭  金城 茂男（司会） 

事務長  坂田 眞一 

首 席  川上 良介 

教務主任 藤田 浩武 

生徒指導主事 岡本 慎吾 

進路指導主事 鮎川 哲也 

 

 

保健主事   神藤 由美子 

１学年代表 森谷 周平 

２学年代表 楠本 光 

３学年代表 阪口 亮 

初 任 者  鳥居 堅一郎（書記） 

３．会長選出 

吉川 測雄 氏 

 

 

４．会長挨拶 

6 限目の授業見学をさせていただき、生徒たちがのびのびと勉強している様子が見られました。また

子どもたちも学校に来るのが楽しそうで、授業の内容や ICT 化も進んでおり、良い様子が見れまし

た。本日は学校の発展に貢献できるよう協議していきたい。 

 

 

５．「令和３年度学校経営計画及び学校評価について」の進捗報告 

校長 

・授業における ICT の使用と授業見学が活発化し、授業改善にも手応えがあった。生徒による授業

アンケートの平均値も上昇している。 

・来年度からの新学習指導要領の導入にあたって、観点別評価について校内外の研修を実施してい

る。卒業規定の刷新や各種内規の整理をおこなった。 

・PTA からの検定受験料補助の導入があり、10 月末で１２８名の生徒が利用した。 



・広報活動の活性化として、従来の授業体験オープンスクール、クラブ体験オープンスクールに加え

て本年度は、授業見学会を実施した。 

・国際教育についても香港のインターナショナル校とのウェブ上での交流や貝塚市の姉妹都市にあ

る学校との交流を実施予定。 

・地域交流として、橋本保育所との交流や KEYS（貝塚警察との連携活動）、貝塚第四中学校との相

互の授業見学会をじっしした。 

・クラブ活動においては、吹奏楽部が、関西大会において金賞受賞。 

 

教務部 

・来年度の教科書選定について報告。 

・新型コロナの影響で休校等による、1 学期の校外学習と体育祭を延期した。 

 

生活指導部 

・今年度の遅刻は大幅に減少した。年間を通して目標は達成する見込みである。 

・学年や教員間での統一した生徒指導体制の確立ができた。 

 

保健部 

・感染症対策として、消毒液の設置等を行っている。 

 

行事活動部 

・生徒会役員に、立候補する生徒が増加している。生徒意識の向上が見られる。 

・文化祭は緊急事態宣言下ではあったが感染予防を徹底し、外部非公開・時間短縮で実施したが、内

容は充実していて、生徒の満足度は高かった。 

  ・体育祭は感染予防を徹底し、今週実施した。良い気候で行うことができた。 

・クラブ活動は、感染防止の観点で体験入部などが十分にできなかったが、加入率が増加した。 

・芸術鑑賞は、感染防止の観点から、会場の収容人数が減ったため２・３年生のみで開催した。 

 

１年生 

・総合的な探究の時間では、人権学習、進路学習、健康福祉の学習、行事の準備を中心に行った。 

・１学期から進学講習の実施し、進路を意識させた指導を行った。 

・3 学期には、貝南サミット（プレゼンテーション大会・卒業生講話）を予定している。 

 

２年生 

・修学旅行の実施について、1 月に延期となり、 行き先は北海道で変更なし。 

 

３年生 

・人的資源の投入として、外部講師を積極的に利用した。今後は、外国人講師・LGBT の講師・社会

保険労務士の講師等予定している。 



 

PTA 

・PTA 参加型の活動はほぼ中止となったが、非参加型の活動を積極的に行っていただいた。 

資格検定料の支援、パラソルの寄付、水間鉄道のヘッドマーク掲載・PTA 会報の発行。 

 

 

６．質疑応答、委員の先生方からの意見 

 

委員より：キャンパスの広さと環境が整っていることを再認識したが、校内の整備が進んでいない。ま

たホームページの充実に関して、中学生目線保護者目線から見やすいホームページを作ってもらいた

い。良い授業をされていると感じたので授業動画などの配信をしてみては。 

 

A：ホームページはプロの手がいる。今後は、予算をつけるなどして考えていきたい。 

A：廃棄物は予算のこともあって進んでいない。校内の清掃等も含めて予算の活用を行っていきたい。 

 

 

委員より：授業なども良いのでもっと外に配信する機会を設けてほしい。ＹｏｕＴｕｂｅなどで広げて

くれるプロに頼んでみてもいいのではないか。部活動の練習風景なども配信してみてはどうですか？ 

 

Ａ：生徒会でインスタグラムをはじめました。ホームページもですが、インスタグラムも効果的です。

また活用について助言があればお願いします。 

 

 

委員より：インスタグラムに関しては子どもたちのほうが進んでいるのではないかと思うが、情報リテ

ラシーには気をつけてください。学校外の人が見たもしくは感じた目線で投稿してみては？子どもた

ちからアイデアを引き出してみれば良いと思います。 

 

 委員より：授業を見学させてもらって、教室の雰囲気がかわったなと思いました。掲示物なども含め。 

ホワイトボードがすごくいいですね。昨年度以降の遅刻防止の取り組みには驚きました。こんなに遅刻

が減るものかと、これからも一丸となって推し進めていただきたい。 

 

委員より：新学習指導要領の導入について、一番苦慮するのが主体的に学びに向かう力の評価のところ

で、中学校も大変不安に思っているのでこれからも交流を行っていきたい。 

またコロナの状況で行事を行うのは大変困難で、１０月はテスト、修学旅行、体育祭、合唱コンクール

と大変でしたが、行事後は授業が活発になり、行事は授業を活性化させるためのものだと思って頑張っ

てもらいたい。 

 

 



委員より：学校の雰囲気が変わってきている 春と秋の交通安全で交番前に立つが挨拶をする生徒が

増えた。今年は明るい生徒が多いなという印象を受けています。 

学校のグラウンドの周りに関して、防犯灯の設置と府営住宅の方が暗く、生徒にとっては危ないので

はないか。防犯灯等、防犯に関しての予算や計画についてはどうなっておりますか。警察と協力して、

防犯カメラの設置ができれば良い。 

 

委員より：PTA の活動が殆どできておりません、非参加型の活動として検定料の支援、吹奏楽部の支

援は来年も続けていきたいと思っておりますが、他にお金を使うことってありますか？非参加型の支

援を継続して行っていきたい。 

資格検定料の支援を行っているので、受験者数と合格者数の報告を行っていただきたい。子どもたち

に達成感を与えられるように、合格者数を増やすのではなく受験者数を増やしていただきたい。 

 

事務局より：同窓会の方から懸垂幕をいただきましたが、活用方法についてのアドバイスください。 

 

委員より：貝塚第 4 中学校では生徒会主体で生徒会のキャンペーンに応じて生徒会作成したものを垂

らしている。５０周年に向けて生徒に作成させてみては？ 

 

 

７．その他 

 

次回予定、令和４年１月末予定 

 

 

 

 

 

 


